「ターナー（TURNER）展」　　英国最高の巨匠、待望の大回顧展！
2013.10.08．〜　12.18　　　東京都美術館（上野公園）
　　　　　2014.01.11．〜　04.06．　　神戸市博物館
　J.M.W.ターナー（1775〜1851）は、近代西洋絵画における“風景画”を確立し、後の印象派の画家たちに多大な影響を与えた英国最高の巨匠である。
　今回の展覧会は、世界最大のコレクションを誇る「ロンドン：テート美術館」から、油彩画の代表作約40点と水彩画、スケッチブックなどを合わせて「約110点」の名品を紹介する大回顧展である。
　展覧会は、１）英国：絵になる名所旧跡を探し求めて、２）海：劇的な嵐や難破　生涯描く、３）崇高：人の心揺さぶる自然の姿、４）イタリア：憧れの地　伝わる意気込み、５）光と大気：まばゆく溶け出す境界で構成されている。
　画伯の作品は、10代の習作から文学や神話、実際の出来事などを題材に“風景画”の可能性を追求し続けた壮年期の代表作、そしてこれまで誰も試みられたことのない方法で“光と大気を描き出した”晩年までと幅広いものである。
　特に注目されるのは、50歳を過ぎてから描かれたカンヴァスの上に描いた「風景画作品群」で、靄がかかった大気に拡散するまばゆい光で、建物の輪郭や空と海の境界はその中に溶け出してゆく画風が非常に顕著であることである。
　この「ターナー」の形あるものが全て溶け込んでいくという描写は、今日でも最も高い評価を受けているという、英国の美しい風景を楽しんではいかが。
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「ヴァチカンから望むローマ、ラ・フォルナリーナを伴って回廊装飾のための絵を準備するラファエロ」　部分　　1820年発表　油彩・カンヴァス
